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▪ 標準団を目指すということ その11　「隊活動の活性化！」
　“楽しい・面白い じゃなくて 愉快 をめざそう！”

　最近、事あるごとに、よく「魅力あるプログ

ラム」って声高に言われています。一昨年の

７月の指導者のつどいでやった「想定とストー

リー」に参加された指導者の感想を見て見る

と、「初めは『ふーん！(-_-;)』と冷やかな目で

いましたが、主任講師の話術と策にはまって夢

中ヽ(^0^)ノになっている私がいました！」と

書いてありました。・・・やったことはゴミひろ

いですよ！？

　ここに「魅力あるプログラム」の鍵があると

思われます。

　今回の 23WSJ では、「日本の隊だけが、

まるでそこにいないかのように静かだった」と

言われるほど、外国隊との文化というか自己

表現の違いを肌で感じたと思います。ジャンボ

リーも後半になって、だんだんと「あんな風

にやって良いんだ」という意識が芽生え、伝

染し、スカウト一人ひとりが今までとは別のス

テージに上って楽しめるようになって、ようや

く活気ある隊になったようです。抑えすぎない

のが世界の主なやり方なんだ！　自分を表現し

てもいいんだ！　ということを体感したわけで

す。そこからの思い出が強烈に残っているそう

です。また、20 年ほど前に県連の海外派遣

事業で行った、オーストラリアで感じたことと

重なりました。

　さて、この２つの事例に共通していることっ

て何でしょうか。

　それは「自ら面白がる」ことで「愉快になる」

ということです。

　私たちは日本人は、いや日本の社会は、大

人になるにつれて、自分を社会に適合させる

ために「素直な心」の上に、何層もの「世間体」

「学歴」「肩書き」「責任」「他人の目」等 ・々・・・

という「自己表現を抑える」という仮面を着

けることで、社会の中の一員になっていくとい

うプロセスを自然と歩んでいきます。まるで軍

隊の行進のように（気がついていないでしょう

が）整然と。それからはみ出てしまうと、つま

り「素直な心」でふるまおぅものなら、「変わ

り者」「変人」「自己中」「発達障がい？」「い

じめ」という扱いを受けることになります。で

すから、仮面を外すことは恐怖になってしまっ

ているんです。着けてさえいれば、安心・安

全なんですから。

　それが、プログラム立案の妨げになってい

るのではないでしょうか。あ、何も全部を外せ

と言っているんじゃありません。「ちょっと外し

てみようかな」と仮面に指をかけるだけでい

いんです。そうするともともとあった「素直な

心」にそれまで以上に風が当たります。

　カブ隊のさだめの最初は「カブスカウトは、

すなおであります」です。当初は、この「素

直」は仲間入りするために、仲間とうまくやっ

ていくために「素直」なんだろうなと思ってい

ました。しかし、最近になってこれが「感受性

を高めるための『素直』」なんだと思うように

なりました。

　素直な心でいれば、感受性が深まる → 感
動しやすくなる → 相手や自分を認めているそ
んな自分が嬉しくなる →ポジティブになる → 
いろんなことに反応する → なになに、どれど
れ？ → 「おぉっ！」って言葉が思わず出て来る 
→ おもしろく感じる → 愉快！！　これが「面白

がる力」なのです。・・・ずいぶん無理に展開

していますが（笑）

 　このように「面白がる力」があると、ちょっ

とした雑貨屋さんがディズニーランド並みに楽

しくなってしまうんです。それは自分の力でも

のごとを能動的に味わう「主人公」としての楽

しみだからです。主人公・・・あれ？どこかに

出て来ましたよね！　そうです「想定とストー

リー」で何度も出て来た言葉です。主役だろ

うが脇役だろうが、自ら進んで能動的に動けば

「主人公」なんですよ。（そうじゃない人は傍

観者）

　どんなに絶景を眺めても、どんなに美味しそ

うなケーキを見ても、何も感じなければ意味

がありません。しかし、「面白がる力」があれば、

横丁の路地（うわぁ、昭和の表現だぁ）だって、
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公園のベンチの脇の草むらだって、とてもエキ

サイティングなものに早変わりするのです。冒頭

のゴミ拾いがまさしくそれです。

　この「面白がる力」を養って、それを使って

活動するのが、ボーイスカウトのやり方なんです。

この力を育てないで、やれ進歩課目だ、やれ技

能章だ、やれハイクだキャンプだ・・・・とやった

ところで、それは「魅力あるプログラム」とはな

りません。ボーイスカウトは感動教育でもあると

言われています。それは「面白がる力」→ポジティ

ブなスカウト精神を養う教育でもあるのです。

　それには、まず指導者であるあなたの自分自

身の「面白がる力」を意識し、自ら伸ばしてみ

てください。まずは、あなたの仮面の下に隠れ

ている素直な心に風をあててください。何ごと

も素直におもしろがってください。「愉快」を表

情に出してください。たったそれだけで、人生

まで変わっていきます。それが、あなたの指導

者としての魅力に繋がっていき、魅力あるスカウ

ティングがそこに生まれてくるのです。

　2 月末に、ベンチャー達が IVY（アイビー）リー

グの下に「ベンチャーラリー」として雪中キャン

プを実施します。

　このきっかけは、１０月に実施されたスカウト・

フォーラムの時に、県連プログラム委員会からの

「何かベンチャーとしてやりたいことはないか？」

という提案に呼応したことから始まりました。参

加したベンチャーたちは、地区のスカウト・フォー

ラムで心を温められ、更に県のフォーラムで心

が熱されたために「何か自分たちでやりたい」

というWants が生まれ、それがその場の仲間

達との関わりにより大きく広がり「雪中キャンプ」

というNeeds が出てきたのでしょう。これはス

カウト・フォーラムがきっかけとなり、「面白がる

力」に繋がっていった例です。

　皆さんの団のボーイやベンチャー達に、「何を

したい？」と聞いても、ほとんど反応がないし、

答えは返ってこないことが多いのでないでしょう

か？　どうしてでしょう？　それは、発言してもそ

れが実現するとは思っていない、言い換えれば

指導者たちがなんだかんだと理由をつけて、実

現に向けて動くことがないから、スカウト達が日

頃から「スカウティングで何かをしたい」と真剣

に考えることに繋がらないからなのではないで

しょうか。そんな環境では「面白がる力」は育

ちません。

　今回の「雪中キャンプ」にあたっても、原隊

指導者の反応は意外と冷ややかでした。「県連

がスカウトを煽って勝手にやっていることだ」と

か「どして県連事業に隊指導者が出張らなくて

はならないのか」とか「ウチの隊は関係ないや、

だから参加させない」・・・とか。

　まあ、意図が正しく伝わらなかったという理由

もありますが、そこにはオトナの都合が見え隠れ

していました。今まで何度も伝えてきましたが、

指導者の役目は、スカウト達に「チャンス」を

与えることです。チャンスを奪うことではありま

せん。そして、スカウトがチャンスを掴めるよう、

また掴んだチャンスを逃さないよう、そのチャン

スが活かせる力を自ら身につけられるよう育てて

いくのが指導者なのです。そしてベンチャー・ロー

バーになったら、自ら求めてチャンスを掴みにい

くのです。

　プログラム委員会は、スカウト達の気持ちの

変化をチャンスに変えるタイミングを逃さなかっ

たのですね。

　指導者の皆さん、スカウトに「面白がる力」

が現れたのであれば、それに寄り添ってベクトル

を一致させ、是非とも実現できるように支援して

下さい。

　この雪中キャンプは、県連として全面的にバッ

クアップします。もちろんベンチャーたちの活動

ですから、彼らがやらなければならないことは彼

らがします。各地区グループから幹事を選出し

て、幹事達が企画・計画・募集し、事前訓練計

画を立て、実施内容を決め、そして実施・・・を

現在行っています。

　団のスカウトを増やすには、ベンチャー・ロー

バーの活動を活性化させることです。もちろん

ボーイスカウトの入口に当たる、ビーバー・カブ

の活動を活性化させなければ、スカウトの数は

増えないでしょう。しかし、「継続」をさせるた

めには、スカウト達に「あれがしたい」「ああな

りたい」という憧れとなる目標を示すことが大切

になります。ベンチャーやローバーの活動が活

性化していれば、ビーバー・カブやボーイのスカ

ウト達にそれが示せます。それだけでなく、そ

の保護者達もその活動を見ることで自分の子ど

も達の将来の姿に重ねていくことができます。

それが「続けさせたい」繋がり、それが団への

支援にも繋がっていくのではないでしょうか。そ

のような本来の意味で団を支援する育成会があ

れば、団の運営、隊の運営は難しくなくなり、

標準団への道を歩みだせるのではないでしょう

か。

▪ 臨時総会終了　県連規約の改定が可決承認されました

H28.12.18 に実施された臨時県連総会に

おいて、春の年次総会から懸案となっている県連

規約の改定が承認されました。

●主な改正事項は、

1 本県連盟の現状を踏まえ、現状に即した規約

とするための改正

① 県連盟分担金関連（金額、徴収方法等）

条文見直し

② 現条文（第 58 条）の不備の解消

 ……分担金納付時期と承認時期のズレ解消

です。

　具体的な改正条文は右に示します。

現　　　行 改　　　正 備　　考
第 9 条
　次の事項は、総会の承認を受けるも
のとする。
(3) 団分担金の金額及び徴収方法

 第 9 条
　次の事項は、総会の承認を受けるものと
する。
(3) 削除　（以下、番号繰り上げ）

第 58 条に明
記

第 58 条
　本連盟は、連盟を維持するために分
担金を団に課することができる。ただし、
その金額及び徴収方法は、総会の承認
を得なければならない。

第 58 条
　本連盟は、連盟を維持、運営するために
分担金を団に課すことができる。ただし、そ
の金額は次のとおりとし、徴収方法は理事会
にて定する。
(1) 加盟登録者 1 名当たり年額 2.000 円

ただし、当該会計年度の 9 月から 3 月の
期間に加盟登録した者については、年額
1,000 円とする

(2) 加盟登録 1 個隊当たり年額 3,000 円
(3) 加盟登録 1 個団当たり年額 20.000 円

字句の変更
分担金の金額
明示、徴収方
法は理事会決
定
1 名当たり
　　+500
1 個隊当たり
　　+1,000
1 個団当たり
　　新設
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▪ ウッドバッジ研修所・スカウトコースの概要

1 月の説明会等で、来年度からの指導者定型

訓練・基礎訓練課程が改定されることをお知ら

せしました。今回は、具体的にどのように変わ

るのかについて説明いたします。

まずは、ＷＢ研修所スカウトコースですが、

これは全ての部門の基盤となる「スカウティン

グ」コースであって、ボーイ部門のコースでは

ありません。

今までのＷＢ研修所との大きな違いは、各

部門のプログラム立案過程（プログラムプロセ

ス）が含まれていないということです。この部

分は、ＷＢ研修所スカウトコース後に実施され

る「課程別研修」に移されますが、たった数時

間の講義があるだけです。それだけでプログラ

ムプロセスを理解することはタイヘンです。そ

のためビーバーとカブについては隊長ハンド

ブックが新しくなり、ボーイ・ベンチャーの隊

長ハンドブックに倣ってそのプログラムプロ

セスの頁が大幅に増えています（この３月に発

行されるようです）。同時に、それを元に各地

区で開催されるラウンドテーブルにおいて、担

当コミッショナーと一緒にプログラムプロセ

スを具体的に理解していきます。

もう１つの大きな違いは、ＷＢ研修所スカウ

トコースは、ボーイスカウトの「基本」につい

ての視点を変えたことです。今までは、部門の

ことを良く知って隊長としての持つべき知識

を獲得することを重視して組み立てられてい

ました。しかし、スカウトコースでは、指導者

が身につけるべき意識と姿勢、そしてボーイス

カウト活動を本来の楽しく魅力的な、かつスカ

ウト自身が自らを成長させられる野外におけ

る活動が展開できる力を修得できることを重

視した内容となりました。

言い換えれば、隊長ハンドブックやその他の

書籍で知ることが出来るものは、課程別研修や

ラウンドテーブル、自己研修で理解して行くこ

ととし、スカウトコースでは、３泊４日という

まとまった期間、そして多くの参加者によらな

ければ得られないことを重視し、書籍等では知

るコトが難しい指導者としての意識、対スカウ

トへの姿勢や関わり方、基本動作、野営やハイ

キング等のノウハウ、班制度の具体的な在り方

などを、実際に体験にすることで身につけてい

きます。

今まではできる人が中心となってやってき

た設営・撤営や食事もセッションとして、全

ての人が体験し身につけてもらいます。その

ため、各班には「黒子」として班担当が常駐し、

参加指導者を全面的に支援していきます。

ボーイスカウトの基本中の基本である「ち

かい」と「おきて」についても、スカウトコー

スや課程別研修で多少触れていますが、その内

容を深く理解することは、ラウンドテーブルと

なります。

このように、今までのＷＢ研修所で行って

きたことの多くがラウンドテーブルでの学習

となります。そのため、今まで地区独自で運営

されてきたラウンドテーブルは、来年度から県

連の定型訓練として同じ次期に同じテーマ・内

容で開催することとなりました。

同じラウンドテーブルという名称ですが、

内容も位置づけも新しいものとなります。開催

も単独地区とは限らず複数地区が一緒になっ

て実施する場合もあります。

これまでも隊長の必修研修であったラウン

ドテーブルですが（いつからか任意参加になっ

てしまった・・・）、今後は、隊長・副長はラ

ウンドテーブルに出席しないと、スカウトたち

に本当のスカウティングが提供できなくなっ

てしまいます。まもなく県連の年間事業計画が

決まります。是非スケジュールを確保してくだ

さい。

「本当のスカウティング」という言葉をここ

のところ多く発しています。これを書くと必ず

反発する指導者がいます。「じゃぁ、なんだよ、

俺たちがやっているスカウティングは本当じ

やないのかよ！」「スカウトたちは楽しんで毎

回出て来るんだからいいんじゃない！」と。言

いたいことは良くわかります。私も昔はそうで

したから。「楽しい」を追求したスカウティン

グをやってましたし、そうあるべきだと思って

いました。いや、今でもそう思っています。

しかし、年と共に知恵がついてきましたの

で、楽しいの「先」に何があるのかを見られる

ように、また、より楽しい結果をだすためには

どんなプロセスを踏んで行くのがいいのかを

スカウト達に考えさせるような、そして考えた

らそれが実行できるような環境作りをしてい

ます。

本当のスカウティングとは、知識でも技能

でも思想でもありません。キャンプをすること

でもハイキングをすることでもありません。奉

仕活動をすることでもありません。どのような

意識を持って、どのような姿勢でコトに臨ん

でいくか、どのような結果を予想し推理して準

備し実行していくか、良い結果をだすためにど

のように仲間や地域とコミュニケーションを

とっていくのか、そのために何を身につけ、ど

のようなベクトルを持って、何を大切に行動し

ていくのか・・・です。「そんなのあたりまえ

だろう！」と言われそうですが、これが正解！

というものがない中で、自分で考えて、そして

多様な価値観を持つ仲間と共に行動すること

で、未来を切りひらきいていく、そんな力をス

カウト自らが育んでいく、つまり自分の成長に

責任を持つ、そんなスカウトを育てることが

「本当」のスカウティングなのではないでしょ

うか。班制度、進歩制度、野外活動、奉仕活動、

制服、隊旗・班旗などは、すべてその「本当」

を実現するためのツールなのです。

本当のスカウティングを提供するためには、

このなくてはならない重要なツールの意味を

十分に理解して、そしてそれを活用できなくて

はなりません。これらを活用してスカウト達を

導くこと、それが指導者の使命なのです。

ＷＢ研修所スカウトコースは、この点に重き

を置いて、それらを実体験することで理解する

ことを目的としています。

繰り返しになりますが、書籍や資料を読んで

わかることがあります。また、体験することで

初めてわかること、より理解を深められること

があります。このＷＢ研修所スカウトは、後者

により、ガッテンし、より理解を深めることを

目指して開設されます。

ＷＢ研修所を修了していない指導者はもち

ろん、既に修了されている指導者のみなさんに

も別な角度からスカウティングを深められる

意味のある研修です。是非とも参加ください。

●ＷＢ研修所スカウトコース茨城第１期

　期日　平成 29 年 5 月 4 日（木）
　　　　　　　　　　 〜 7 日（日）
　場所　土浦市青少年の家及び土浦訓練野営場
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▪ 指導者のつどい　

今年度の「指導者のつどい」の第 4 回は、日

本連盟のエールマスターの村上智真先生と日本

連盟の吉田俊仁常務理事（元茨城県連コミッショ

ナー）をお招きして、スカウトソングのつどいを

楽しみました。

大島コミュニティセンターには、県内各地から

60 人もの指導者が集まり、村上先生の鍛え上げ

られた喉から発するスカウトソングの数々に魅せ

られ、吉田先生のテストに悲鳴を上げ、興奮の中、

つどいを終えることができました。

今回はボーイスカウトのソングが中心となりま

したが、そのソングが生み出された由来や背景、

歌に込められた思いや意味を知ることができ、そ

れを知ることで、歌の歌い方やテンポが分かり、

それによってその歌への愛着がどんどん湧いて

きました。

参加指導者の熱意で、村上先生もノリノリにな

り、他のスカウトソング研修ではまず聞くことので

きない「サンタルチア」の独唱までも披露いた

だけました。

先生もおっしゃっていましたが、スカウトの活

動の場で歌う歌はスカウトソングに限っていませ

ん。歌声のある活動が行われる環境を作ることが

大切なのです。その環境ができたら、スカウトソ

ングを取り入れていきましょう。

つどいの終了後に、「また、スカウトソングの

つどいをやりましょう」「また、先生をお招きして、

今度はスカウト共々スカウトソングを楽しみたい

です」「次はいつですか？」等参加者の皆さんが

口々におっしゃっていました。

スカウトソングが日頃の活動から消えかかって

いる現状を憂い、そしてスカウトソングからスカウ

ト活動に再び熱い炎が燃えたぎるようにと願って

行った指導者のつどいですが、大成功を収めたと

思います。

最後に、閉会式で歌った連盟歌ですが、折し

も隣で開催されていた理事会を終えて、つどい

の会場に入られた理事長・副理事長・事務局長

が「これまで聞いたことがない素晴らしい連盟歌

だ」と絶賛するほど、心がこもった元気にあふれ

た連盟歌でした。

参加された指導者のみなさん、村上・吉田両

先生から与えてもらった炎を、これからどんどん

隊のスカウトに分け与えて、スカウトソングの伝統

と素晴らしさを伝えて行って下さい。

また、村上先生をお招きしての指導者のつど

いを企画していきます。次回には、今回参加で

きなかった指導者の皆さんも、是非とも参加さ

れ、スカウトソングの魅力にどっぷりと浸かってい

ただきたいと思います。

テーマ　スカウティングを元気にしようぜ！　
　『楽しもう！　スカウトソング！」

　2 月 5 日（日）　ひたちなか市大島コミュニティセンター

▪ 日本ジャンボレット高萩 2017 の参加申込が開始されました。

　今年の 8 月 4 日〜 9 日までの 5 泊 6 日、

高萩市の「大和の森・高萩スカウトフィールド」

で開催される日本ジャンボレット高萩 2017 の

参加申込みが開始されました。

　テーマは「Stick to it!（最後まで頑張れ！）」で、

参加対象はビーバースカウトからローバースカウ

トまで全ての部門のスカウトです。

　このような全部門を対象としたキャンプ大会は

日本初であり、それが我が茨城で開催されると

いうことはタイヘン嬉しいことです。何しろ第１

回はずっとその名が残りますし、参加したスカウト・

指導者にとっては、「第１回に参加した」というこ

とが一生の宝になるにちがいありません。

　滝に至る道の両側には既には多数のキャンプ

サイトが作られ、まもなくアリーナ工事が着工さ

れます。また、指導者研修ができる規模の管理

棟も７月には完成します。昨年のキャンポリーの

ときから、どんどん開発が進んでいます。

　ボーイスカウトは「隊」単位で、ベンチャー

スカウトは「活動チーム」での野営（炊事は薪）

となります。ビーバースカウト、カブスカウトは、

隊単位で日帰り参加が原則ですが、君田小学校・

君田中学校（３月末で閉校）に宿泊することが

できます。夏季キャンプにもなりますね。あ、ビー

バースカウトは保護者同伴が参加条件です、ご

注意ください。

　募集案内は 2 ／ 21 に県連事務局から各団に

メール添付で送られます。県連の受付〆切りは
３／１５厳守となっています。　皆さん、こぞっ

てご参加ください！！　第１回ですよ！！


